
丘陵の草原等に生えるまれな多年草。茎は高さ40-70cmになり、根は太く、シコニンという色素を含み、乾

くと濃紫色となり、染料に用いられる。葉は無柄で長さ3-7cm、幅7-20mm、粗い毛があり、数個のやや平

行する脈が表面にへこんで目立つ。花は6-7月に開き、白色で径約4mm、喉部は黄色みを帯びた突起が
ある。

阪神の1ヶ所で生育が確認された。2020年版でEXからAランクに変更した。

生育地の草原の保全が重要である。

A

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Lithospermum  murasaki  Siebold

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

阪神

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布
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